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独立行政法人海洋研究開発機構

独立行政法人海洋研究開発機構「地球環境シリーズ」講演会（第11回）
「熱帯気象理解の鍵－マッデン・ジュリアン振動－」の開催について

独立行政法人海洋研究開発機構（理事長　平朝彦）では、毎年「地球環境シリーズ」として講
演会を開催しています。 この度、第11回目となる講演会を下記のとおり開催しますので、お知ら
せいたします。

今回は、熱帯の気候だけでなく日本を含む中緯度の気象にも影響を与えるマッデン・ジュリア
ン振動（MJO）を取り上げ、熱帯気象、さらには全球規模の気候変動理解の大きな鍵となるMJO
とはどんな現象なのか、現在までにわかっている最新の知見と、さらなる理解のために研究者が
どのような研究を進めていこうとしているのか解説いたします。

記

1． 日　時 ： 平成26年12月3日（水）13：00〜17：00（開場12:30）
2． 会　場 ： ヤクルトホール（別添1）
3． 入　場 ： 無料（事前登録制）
4． 主　催 ： 独立行政法人海洋研究開発機構
5． 後　援 ： 文部科学省
6． 司　会 ： 瀧澤美奈子氏（科学ジャーナリスト）
7． プログラムおよび講演要旨：別紙1、別紙2
8． 申　込 ： （一般の方）

以下のホームページよりお申し込みいただくか、講演会事務局までご連絡ください。
講演会Webサイト：http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/earth-env2014/
事務局：海洋研究開発機構　研究推進部
Tel：046-867-9603　Fax：046-867-9372
E-mail：earth-sympo2014@jamstec.go.jp

（報道関係の方）
報道関係の方については、会場スペースの関係上、事前に参加者数、テレビカメラの有無
等について、メール等で下記までお知らせください。
なお、社章（腕章）・社員証を忘れずに持参してください。
取材の申し込み･問い合わせ先：

https://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/earth-env2014/
mailto:earth-sympo2014@jamstec.go.jp


独立行政法人海洋研究開発機構 広報部　報道課TEL:046-867-9198
FAX:046-867-9195 メール：press@jamstec.go.jp

別紙1

プログラム
時間 演題 講演者

13：00～13：05 開会の辞 平 朝彦（海洋研究開発機構　理事長）

13：05～13：25 趣旨説明
－講演会の聴きどころ－

深澤 理郎（海洋研究開発機構　執行役）

13：25～14：00 MJOと熱帯気象 米山 邦夫（海洋研究開発機構　大気海洋相互作用研究分
野長）

14：00～14：35 観測からわかったMJO 久保田 尚之（海洋研究開発機構　大気海洋相互作用研究
分野　研究員）

14：35～14：50 休憩

14：50～15：25 数値モデルによる再現の試
み

宮川 知己（東京大学　大気海洋研究所　特任助教）

15：25～16：00 Years of the Maritime
Continent
-MJOの解明に向けて-

森 修一（海洋研究開発機構　大気海洋相互作用研究分野
長代理）

16：05～16：55 パネルディスカッション 講演者ほか

16：55～17：00 閉会の辞 白山 義久（海洋研究開発機構　理事）

別紙2

講演要旨

講演者 講演タイトル・要旨

米山 邦夫
大気海洋相互作用研究分野
分野長

「MJOと熱帯気象」
台風以外の熱帯における気象・気候研究は1960年代以降本格化
したと言われています。特に1971年に熱帯では日々の天気の変
化よりも長く、季節変化よりも短い30－60日の周期で雨や風が
変動していることが米国の研究者マッデンとジュリアンによっ
て発見され、マッデン・ジュリアン振動（MJO）と名付けられ
たその現象は現在でも多くの研究者を惹きつけ、また現業機関
によって人工衛星や数値モデルを使って日々その動向が監視さ
れています。そもそも熱帯気象とは日本などの中緯度の気象や
気候と何が違うのでしょうか？MJOに関する最新の観測や数値
モデルの結果を理解するのに必要なイロハを紹介します。

久保田 尚之
大気海洋相互作用研究分野

「観測からわかったMJO」
熱帯の海面水温が28度以上の暖水域で発達する大規模な雲活動

mailto:press@jamstec.go.jp


研究員 であるMJOについて、JAMSTECの観測船をはじめ、国際協力で
大気と海洋の観測を行ってきました。気象衛星で見るとMJOは
長さ1000km以上の巨大な雲活動ですが、観測を行うと大半が
曇り空で激しい雨を伴う活発な雲活動は、実は一部であること
がわかります。赤道西部太平洋やインド洋で実施してきた観測
から明らかになったMJOについて、その構造や発生に着目して
解説します。

宮川 知己
東京大学 大気海洋研究所
特任助教

「数値モデルによる再現の試み」
MJOの持つ様々な時間・空間スケールの雲システムが入れ子に
なった多重構造を精密に再現することが出来る全球雲システム
解像モデル「NICAM」は、地球シミュレータ／京コンピュータ
など強力なスーパーコンピューターの力を得て世界のMJO研究
の先頭を走っています。2007年に世界に先駆けてMJOの精密な
再現に成功し、2014年には約1ヶ月先までMJOの動向を予測出
来ることを示しました。最新のモデル研究事情を紹介します。

森 修一
大気海洋相互作用研究分野
分野長代理

「Years of the Maritime Continent-MJOの解明に向け
て-」
インド洋から東進するMJOは、インドネシアを中心とする"海大
陸(Maritime Continent)”を通過する際に一時的に見えなくなる
ほど弱くなり、西太平洋に出ると再び発達する不思議な性質を
持ちます。暖かい海と大小島嶼で構成される海大陸は、沿岸域
の活発な日変化対流と南北両半球から吹き込むモンスーンによ
り活発な降水域の1つです。この海大陸を通過するMJOに一体何
が起きているのでしょうか？また逆に、MJOは多様な生態系を
育む海大陸の環境にどんな影響を与えているのでしょうか？
我々は対流からモンスーンまで多岐にわたる海大陸の気候変動
研究として、日米仏豪を中心とした国際プロジェクトYMC
（Years of the Maritime Continent：2017-2018年度）を計
画し、MJO研究を通じた貢献を主導しています。

別添1

会場地図



ヤクルトホール
JR新橋駅より徒歩3分
都営地下鉄浅草線新橋駅[汐留1番出口]より徒歩1分
都営大江戸線汐留駅より徒歩5分
東京メトロ銀座線新橋駅[2番出口]より徒歩2分
新交通ゆりかもめ新橋駅より徒歩3分
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お問い合わせ先：
独立行政法人海洋研究開発機構
（講演会について）

研究推進部 研究推進第2課⻑ 中林 成⼈ 

（報道担当）
広報部　報道課長　菊地　一成　

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20141030/poster.pdf
https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20141030/poster.pdf
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